




研究目的 

分娩直後の肺呼吸の成立,胎盤循環の遮断にともない,循環系には動脈管の閉鎖,静脈管の

閉鎖,卵円口の閉鎖をはじめとして劇的な適応がおこなわれてゆく。しかしながら,これら

の適応は瞬時にして達せられるものではなく,或る時間的経過を必要とするが,その適応過

程はまだ十分に明かされてはいない。本研究の目的は,これらの循環適応の生理学を押し進

めることによって,新生児期に生じ易い様々な病的状態に対する治療戦略を確立すると共

に,新生児未熟児の適切な保育に役立てようとするものである。新生児の循環適応に関する

諸問題として解明されてゆかねばならないものは,循環系の形態的変化,循環系の神経制御,

電気生理学,臓器血流の再配分,新生児心筋の特性とその変化,病的心における適応の問題

など多岐にわたるが,研究協力者達のそれぞれ得意とする分野において多くの成果をあげ

つつある。 


